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市役所でアルバイトしませんか？急募！

市立病院からのお知らせ ←病院HPはこちら

　

　

　
　

　 　
　

　 　

　

「糖尿病患者さんのための災害マニュアル」を開催します

正職員（看護師・助産師）
受験資格　資格をお持ちの人、または平成 31 年 4月までに取得見込みの人で

三交替および二交替勤務のできる人
申込　病院総務課で交付する職員採用試験申込書、資格を有する証の写しなど

を病院総務課へ提出（申込書は病院ホームページからダウンロード可）。

問合　市立病院総務課（☎32・5622）

正職員 を募集します（勤務地　市立病院）

日本糖尿病療養指導士による講座です。
 　地震、台風、洪水などの災害はいつやってくるかわかりません。
制限の多い避難所では、健康状態を悪化させる糖尿病患者さんも少なくありません。
日頃から災害への備えを忘れないために、当院の糖尿病療養指導士が、
糖尿病の人のための災害時対応ポイントについて分かりやすくお話します。

日時　9 月 11 日㈫　午後 2時～ 3時　（午後 1時 30 分受付開始）
場所　市立病院
講師　江藤潔子　看護副師長（日本糖尿病療養指導士）
事前申込不要

登録方法　泉大津市一般事務補助臨時職員要員登録申
込書（市ホームページからダウンロード可）または、
市販の履歴書に写真を貼り、人事課へ持参または郵送。
　なお、市販の履歴書を使用する場合は、本人希望記
入欄などに、土・日曜日、祝日の勤務の可否や、夜間
勤務（午後 9 時まで）の可否を記入してください。関
係施設の場合は土・日曜日、祝日や夜間の勤務があり
ます。
　また、市役所庁内勤務となった場合の通勤手段を記
入してください。
採用方法　登録後、市役所の内外で臨時職員の採用の
必要が生じた場合に、登録者名簿より選考し、こちら
から連絡します（登録順ではありません）。
登録有効期限　登録日より 1年間
その他雇用条件の詳細については、市ホームページを
ご覧いただくか、人事課まで。
問合　人事課（市役所 4階）

　
　市では、市役所庁内や公民館などの関係施設で事務補助
業務をしていただける臨時職員（アルバイト）の事前登録
を随時募集・受付しています。

登録資格　①  62 歳未満（定年 62 歳）で、パソコン操作の
できる人 （文書作成・表計算程度）　② 地方公務員法第 16
条の欠格条項のいずれにも該当しない人
賃金　▷1 日 7 時間 45 分勤務…日額 7,285 円　▷1 日 7 時
間 30 分勤務…日額 7,050 円（市外在住者は交通費支給あり）
任用期間　6か月以内（更新は1回のみ。最長1年間が限度）
勤務時間　 ▷市役所の庁内…週 38 時間 45 分　▷関係施設
…週 37 時間 30 分
社会保険　任用期間に応じて健康保険や厚生年金保険、雇
用保険に加入

一般事務補助臨時職員（アルバイト）要員の登録について
■平成 30年 10 月採用予定
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る
き
生
く
し
ら
間
人
が
間

ー
マ
プ
ル

ク

　　　

　　

　　　　

　
　

　

布配
が障◎

きM長
う

。
す
ま
い
て
れ
さ
待
期
が

と
こ
る
な
と
力
動
原
す
促
を
動
行

と
解
理
の
ク
ー
マ
プ
ル
ヘ
、
が
い

遣
心
の
人
の
く
多
も
で
り
と
ひ

。
い
さ
だ
く
て
み
て
え
考
を
と

こ
る
き
で
が
ん
さ
な
み
、
ど
な
る

け
か
を
声
ば
れ
あ
で
う
よ
る
い
て

っ
困
で
ど
な
設
施
業
商、
る
ず
ゆ
を

席
で
内
車
電
、
ら
た
け
か
見
を
人

た
け
つ
に
身
を
ク
ー
マ
プ
ル
ヘ

。
す
で
例
一
が
ど
な
人
な

難
困
が
と
こ
つ
保
を
勢
姿
じ
同
の

ど
な
る
け
続
り
ま
か
つ
に
革
り
つ

の
内
車
電
、
り
た
っ
か
す
や
れ
疲

、
も
て
え
見
に
康
健
は
で
見
外

。
す
で
人
る
い
て
し
と
要
必
を
慮

配
や
助
援
、
ど
な
人
の
期
初
娠
妊

、
人
の
病
難
や
い
が
障
部
内
、
人

る
い
て
し
用
使
を
節
関
工
人
や
足

義
、
は
人
る
な
と
象
対
の
布
配

。
す
ま
い
て
し

は
で
市

ayor's
Workの
き

市
う

動な主の月7

ご
長

定

障
が
い
福
祉
課
）
を
開
始

所場は内)(※
予な主の月9

　　　

　　

　　　　

　
　

　

よ

いてし布
祉福いが

てた
色赤

。

㎜㎜

す
で
ム

る
い
て
っ
持
く
し
等
が
人
の
て
べ
すク

！

3

すまい
で課祉

㎜
㎜

5こ
㎜㎜58て

で色

　　　

　　

　　　　

　
　

　

　　　

　　

　　　　

　
　

　

11 広報いずみおおつ　平成30年9月号

●2日㈰
市民会館跡地アビリティパー
ク構想セミナー（テクスピア
大阪）
●3日㈪
総務都市常任委員会協議会
（市役所5階）
●12日㈬～10月1日㈪
市議会第3回定例会（市役所
5階）
●18日㈫
定例市長会議（大阪府庁）
●22日㈯
障がい者レクリエーション大
会（東雲公園）

その他、教育・福祉関係会議
など出席（6件）

●7月21日㈯
北公民館ふれあい夏まつりに市長も参加

しました。キッズダンスをスタートにバト
ン演技や盆踊りがはじまり、老若男女の多
くの市民が参加されました。また、北公民
館クラブ連絡会の模擬店も大盛況でした。

●7月21日㈯
八木稔すこやか基金を活用し、65歳以

上の人と介護施設などに入所されている人
を対象に、由紀さおりさん、安田祥子さん
のコンサートを開催しました。会場には約
470名の人が来られ、由紀さおりさんと安
田祥子さんの素晴らしい歌声に癒やされる
素敵なコンサートになりました。




